
古河公方館跡（古河市） 築城年代：享徳4年（1455年） 、築城者：足利成氏

　　古河公方館跡は古河総合公園内に保存されており、前方はその管理棟/手前に小川が流れている



　　こんな塩梅



　　管理棟の向こうに古河公方館跡北側の御所沼が見える



　　　　　左手が古河公方館跡



鎌倉を終われることとなってしまった鎌倉公方の成氏が居館としたのが、この鴻巣館（古河公方館）/池に囲まれた比高4ｍほどの半島状台地を
利用した水城に近い形態のもの/この館では要害性が心もとないため、やがて古河公方の成氏は、古河城を築いてそちらに移っていくこととなる
/古河公方館は池（御所沼）に囲まれた「公方様の森」のエリアが一ノ曲輪/その右手の民家園・茶畑のあるエリアが二ノ曲輪のようだ

上が北





　　　　　　その茶畑の辺りから西方向に「公方様の森」を見たところ/右前方には民家園が見える



　　そこで左手を見ると「芋ころがし坂」の標柱が立っている/この坂がそのようだ



　　　　　これが民家園の旧飛田家住宅/数年前までは十念寺があったと云う







　　　　こちらは旧中山家住宅







　　　　　これは民家園の外れに立つ城址碑と案内板



　　「史跡　古河公方館址」とある



　　　こちらにも「史跡　古河公方館趾」の標柱と説明坂



古河公方足利成氏館は古河城本丸から南東へ1km程度離れた古河市鴻巣にあり、御所沼に突き出た半島状台地に築かれた連郭式の中世城館
で、1590年(天正18年)以降は最後の古河公方・足利義氏の娘である氏姫(氏女)の居館となったと云う



さて、「古河公方館跡」と記された所から左手（西方向）の「公方様の森」へと進み、天神橋→筑波見の丘→相ノ谷橋→新久田道→
こぶし野方向へと進もう



　　　　　　ここは城址碑から公方様の森（一ノ曲輪）へ向かう所にある堀切と土塁跡/土橋状の虎口ということか



　　　　右手の堀切を見たところ



　　　その堀底から土橋を見たところ/左手が城址碑のあった二ノ曲輪/右手が公方様の森（一ノ曲輪）



　　　　　その先の堀切/大分浅くなってしまっている



　　　　土橋を渡った虎口から、その先の公方様の森（一ノ曲輪）を見たところ



　　　　振り返って、土橋を見たところ/前方は二ノ曲輪



　　右手を見たところ/この角度から見ると、それなりに堀切りの様子が良く分かる



　　同じく、左手に堀切りを見たところ



　　　さて、ここが一ノ曲輪のエリア



　　左手に御所沼（一ノ曲輪を守る水堀の役目）が見える



　　同様に右手にも御所沼が見える



公方様の森（一ノ曲輪）の西端まで進んで、振り返って一ノ曲輪のエリアを見たところ



 　　えなまつ

　さて、これが天神橋/両脇には赤松の木が植えられており、橋の南側（左手）が「天神松」、北側（右手）が「胞衣松」と云うそうな



天神橋を渡る



　　　　　　天神橋を渡って、振り返って公方様の森（一ノ曲輪）を見たところ



　　　　そこで左手を見たところ/前方に管理棟が見える



　　　　同じく右手を見たところ



　　筑波見の丘というマウンドがある



　そのマウンドから御所沼に囲まれた公方様の森（一ノ曲輪）を見たところ



　　これは干拓史を伝える排水ポンプ





　　　　　さて、相ノ谷橋を渡る



左手を見たところ/御所沼は、第二次世界大戦後に干拓・埋立されて消滅した後、1996年(平成8年)に復現されたもので、古河公方
の時代と比較すると、大幅に縮小されていると云う



　　　　　　相ノ谷橋を渡って、振り返って見たところ



　　　　左手を見ると新久田道と記された標柱がある



　　　　さて、右手方向に進む



　　　ここは御所沼に浮かぶ浮島へ渡る「かわうそ橋」



　ここが浮島



　　　　　そこから公方様の森（一ノ曲輪）を見たところ



　　　　　これは「ホッツケ田」



　　　　「こぶし野」辺りから公方様の森（一ノ曲輪）と御所沼（水堀）を西方向に見たところ



　さて、正面は公方様の森（一ノ曲輪）の北側にある富士見塚



ここは、その更に北側にある浄円坊池（蓮池）/前方の木々の所が徳源院跡のようだ





　　　　　　ここが明治初期に廃寺となった徳源院跡



　　　標柱と説明坂が立っている



　　　　　　「史跡　古河公方足利義氏墓所」とある





大きな宝筺印塔が氏姫の子・足利義親/石囲いがある小さな宝筺印塔は氏姫/中央の石碑の右奥の大きな木は土塚となっていて
古河公方・足利義氏の遺骸の一部が埋葬されているらしい



　　中央の石碑には「古河公方義氏公墳墓」と記されている



　別の角度から徳源院跡を見たところ



　　　　「元屋敷の桃林」と記された標柱があるが・・・



　さて、ここは公方様の森（一ノ曲輪）の北東側にある虚空蔵様（古河虚空蔵菩薩）





　　　　右手は富士山浅間神社



　　　　古河公方足利成氏により、鬼門除けとして祀られたらしい



　　左手は足利一族供養碑のようだ



　　　　こちらが虚空蔵菩薩堂





　虚空蔵尊と記された扁額のようだ



　こんなものも





　　すぐ近くには収蔵庫があった



　　　徳源院にあったものらしい



　　　　さまざまな石造物がある



　　　　収蔵庫の裏手を見るとマウンド状になっている



こんな塩梅で、土塁の名残なのか・・・



　　　これはその付近にあった別の土塁状のマウンド/広い範囲に遺構が残存しているのかもしれない
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